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東日本大震災・原子力災害伝承館に
おける取組について

瀬⼾真之（東⽇本⼤震災・原⼦⼒災害伝承館）

地すべり（新潟県栃尾市） 表層崩壊（伊⾖⼤島）

⽕⼭噴⽕（三宅島） 洪⽔（埼⽟県杉⼾町）

⽇本の災害事例（１）

⼟⽯流（⻑野県上⾼地） ⻯巻（埼⽟県熊⾕市）

津波（福島県富岡町） 放射性廃棄物（福島県川内村）

⽇本の災害事例（２）

⽇本の災害

多種多様な災害が起こり，その時空
間スケールには違いがある
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図 災害と時空間スケール

被災前から地域が抱えていた社会問題
（少⼦化・⾼齢化・⼈⼝減・耕作放棄地の拡⼤ etc…）

避難 ⾵評被害

産業の
衰退 ⽣活基盤の

喪失

コミュニ
ティーの崩壊

⾏政機能の
⼀時停⽌

⼈の流出

災害によって発⽣した諸問題が，被災前から存在した社会問題に（深刻な）影響を
与える

特に中⼭間地域においては地域を問わず，よく似た社会問題を抱えている

災害の本質 問題の所在
さまざまな災害が発⽣

↓
災害の記録を残さなければならない

1．誰にむけて記録を残すか？
2．何を記録するか？
3．どうやって記録するか？
（写真と実物，デジタルとアナログ）
4．災害記録をどう活⽤するか？

震災記録誌

（博物館的）物品の収集・保全・保管
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関連資料とは何か？

現在進⾏中の中での資料収集

展⽰室（建物2階部分）

資料収集ガイドラインにみる資料の分類と例（⼀次資料）

資料収集ガイドラインにみる資料の分類と例（⼆次資料）

（その他）
ツイッターのつぶやき→36013ツイート（収集開始から数⽇のみ）
海外の資料→本，雑誌など

資料収集体制の確⽴

・県庁⽣涯学習課からの情報照会
・市町村と収集担当者との結びつき
・資料提供者からの別の紹介者の紹介

などなど
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原⼦⼒災害被災地でのアーカイブズの特徴
災害の特徴

⽬に⾒えない→納得しがたい
広い範囲で⼤勢に影響
超⻑期にわたり，ふるさとを失う

→地域崩壊の危機

⾏政と市⺠との意⾒の乖離
⾏政（国．県など）−Scrap& Build

地元住⺠−Reconstruction

アーカイブズへの期待
⾏政（国．県など）− 防災・減災

地元住⺠−失われつつある故郷を記録して欲しい

次の災害を軽減する
そもそも「災害」とは・・・

●自然現象
（Bryant,1991; Alexander,1993; Tobin and Montz, 1997; K. Smith, 2001)
●人間の反応（精神的⾁体的トラウマ・経済・政治）
（Dyns et. al., 1987; Lindell and Perry, 1992; Oliver‐Smith, 1996; Platt et. al. 1999; 

Takagi and Seto, 2017)

→共通点
「災害は社会の機能が日常性を失うことであり、復旧は日常性を取り戻す」

※あくまで「⽇常性」であり災害前の姿だけを指さない

「災害」を考える⼤きな2つの流れ

Ben et. al., 2004を渡辺ほか，2010が改変

被災と復興のサイクル

災害記録はこの
サイクルに貢献

すべき！

海外も含め他地域に経験を伝える

⽇本が持つ豊富な災害経験

⾃然科学の知識
（災害のメカニズム）

防災対策：何をすれば良いか考える．

災害対応・復興：⽇本の事例を参考に
⾃国向けにカスタマイズ

→シミュレーション，
実際に起きている災害への対応

伝達

・災害経験の収集
・⾃然科学的知⾒の蓄積

・災害経験の収集
・⾃国向けの
カスタマイズ

受け⼿側も送り⼿側
も⼈材育成が必要

アーカイブ

問題と課題の所在
さまざまな災害が発⽣

↓
災害の記録を残さなければならない

1．誰にむけて記録を残すか？
2．何を記録するか？
3．どうやって記録するか？
（写真と実物，デジタルとアナログ）
4．災害記録をどう活⽤するか？

震災記録誌

（博物館的）物品の収集・保全・保管

担当機関・担当者間での共通認識の確⽴
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